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あ、自分にもできる（親近感）活動があるかもしれない（興味・関心）参加してみよう（行動） 
そんな会員向け通信を目指しています。 

 

地域デザイン総合研究所（以下、総研）は2023年に「100歳社会総合研究所」を改称し、地域課
題への実践を伴う提言を目指し設立された。地域デザイン本部の双璧として、地域デザイン勉強会開催
の他、事業部と共に仕組み作りや実装につながる活動も進めて行く。 
現在は次の 2件に取り組んでいる。 
・実家のしまい方︓DF 会員に回答頂いたアンケートの分析を進めている。情報を共有するとともに、空き
家を社会の資産として活用する活動にもつなげていきたい。 
・フレイル予防︓ＤＦの知見を活かし、普及と共に予防効果も期待できるコミュニティ作りを提案していき
たい。 
研究所として、現象だけを捉えた課題の解決法ではなく、その根本にある問題についての理解を深め、外
部に発信していくことが必要だと考えている。外部団体との連携なども視野に入れながら、ＤＦの資産で
ある会員の知見を活かした研究活動を進めて行くので、皆さんの積極的な参加を期待している。 
談 牧野篤 （1535） 
 

 

【問】 総研の活動を外に発信していくとのことだが、目指すものは何か︖ 

シニアが集まって有意義な活動をしている DF をもっと世の中に知ってもらいたいし、研究した内容を世の
中に役立てたい。 



 

【問】 総研として、具体的にはどのような体制で研究・勉強会などを進めていくのか︖ 

テーマを決めたら DF内でメンバーを募集して興味のある方々に集まってもらい、研究を進めていければ良
いと思う。勉強会には私も積極的に参加し、外部の講師も招いて行きたい。 

【問】 研究の中には実装も含まれてくるのか︖ 

研究の課程で、課題解決案を試すことはあり得る。地域デザイン事業部やその他の部会などと連携して
いくことになるのではないかと思う。 

【問】 現在取り組んでいる空き家問題について聞かせてください。 

空き家は様々な活用法があるが、その情報を得る機会は少ない。全国規模の調査へ拡げ、空き家問題
の根本的理解や事例の発信につなげたい。 

【問】 フレイル予防に向けた取り組みとは︖ 

フレイル予防には人と関わり合うことが効果的で、良い人間関係は主観的幸福感を増し認知症予防に
資すると言われている。この取り組みが柔軟かつ皆で役割を分担する新しいコミュニティ形成につながる仕
組み作りを考えたい。 

【問】 その他に注目しているテーマはあるか︖ 

生協（コープ）のようにメンバーが出資し、働き、収益を分配する制度が始まっており、地域やシニアの就
労機会への切り口になるのではないか。また社会課題への対応では、標準化するだけでなく個に応じた多
様化も議論したい。 

【問】 最後に、DF会員に向けたメッセージをお願いします。 

総研では、社会問題の研究と貢献に視点を置き、意見を集め、議論の場づくりをしたいと考えている。高
齢化を「負債」ではなく「資産」として捉え、対処療法ではなく根本的な問題についての議論もしたいと考
えているので、自分の関心のあるテーマについて、DF会員の皆さんの積極的な参加をお願いしたい。 

 
 



 

織田珠樹（1515） 
緑豊かで閑静な住宅街の杉並区。杉の字を冠しながらも区内最多の樹は桜。次にケヤキ、イチョウと続
く。善福寺川、神田川、妙正寺川の三本の川が流れ、川沿いには都内有数の桜並木が続くが、魅力は
それだけにとどまらない 
阿佐ヶ谷駅を南北に貫く中杉通りのケヤキ並木。並行する商店街では、昭和 29 年から集客目的の七
夕まつりが開催され、ケヤキの木陰の涼しさと人々の賑わいを味わうことができる。手元まで伸びる吹き流
しをかき分けながら進むのも楽しい。高円寺では昭和 32 年に街おこしとして始まった阿波おどりが、今も

街を熱気で包み、青梅街道のイチョウ並木は
秋になると黄金色に染まる。 
「荻窪三庭園」（荻外荘公園、角川庭園、
大田黒公園）を巡れば、武蔵野の雑木林の
面影と昭和の建築、庭園、日本政治史に触
れることができる。 
武蔵野の豊かな自然に抱かれた地で、何気
ない日常を守り、育み、未来へと紡ぐ人々の
想いと努力を見つめ直しながら、今夏は地元
の七夕まつりと阿波踊りを訪れよう。（415） 
 

写真 桜並木 杉並区 

撮影 織田珠樹 

 

《イベントのお知らせ＆報告》 

・６月１８日（木）出前授業＠富山市 私立片山学園中学校・高等学校 



発足２年を迎えた北陸プロジェクトでは、川崎有治リーダーの元、授業支援の会より４人の講師が派遣
され、中学 2年生 3 クラス、約 65名を対象に授業を行った。 ７月２７～２９日には富山国際大
学付属高校で高２向け「心に火をつける」授業も予定されている 
 
 
問い合わせ先︓ご意見、感想、お問合せなど下記までお寄せください。お待ちしています 
dfchiiki-tsushin@directforce.org 
編集部︓小島千代美・松瀬高志・宮武里美・岡田知之 
 
（編集後記）牧野所長は「研究から実装につなげる総研活動」を何度も口にされた。この研究の場に
多くのDF会員に参加いただけるよう、地域デザイン通信も情報提供を充実させていきます（M） 
 
地域デザイン通信 バックナンバーはこちら https://directforce.net/regional-design/ 
ページの一番下までスクロールしてください。 

2025年アーカイブはこちら  地域デザイン通信 2025年版 
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